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佐々木　栄　蔵　君　　温海R．C会長

松　田　善三郎　君　　鶴岡西R．C会長

瀬　尾　助三郎　君　　鶴岡西R．C幹事

皆川英二君

1．例会時間・場所変更のお知らせ

温海R．C12月24日→12月23日（日）PM5：00

於温海グランドホテル　登録料￥6，000

2．会報到着

山形R．C、山形西R．C、山形北R．C、山形南R．C、郡山R．C、

東京江戸川R．C、東京R．C
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◆会員豪族親睦忘年会挨拶 小　松　会　長

皆さんお晩です。本日はロータリアンの皆様、御来賓各位、会員家族の方々、

クラブとして年間最も大きなプログラムの一つであります会員家族忘年会に御

集り頂きまことに有難う存じます。

私今年匡会長を仰せつかって居ります小松です。先づ最初に来賓の方々の御

紹介を申し上げます。先程例会でのロータリアンのビジターの方は省略させて

頂きます。

名　誉　会　員

鶴　岡　市　長

Ⅰ．C指導教官

鶴商工専務理事

鶴岡R．A．C会長

鶴岡R．A．C幹事

交　換　学　生

米山奨学生

鶴岡西R．C事務局

鶴岡R．C事務局

一言御挨拶申し上げます。昨年は当鶴岡ロータリークラブ創立20周年に当り、

去る4月22日盛大な記念式を終え今年は21年目に入って居ります。

当クラブの現況にふれて見ますと、

会員数におきましては10月末現在山

形県内で山形西クラブに次ぎ第二位、

第253地区即ち福島県と併せても第

四位の74名の会員を持つ大クラブで

あります。そして、今年の地区大会　、＿

におきましては地区内で

1．ロータリー財団優秀クラブと

して第七位。

2．会員増強部門で第六位。

3．米山奨学会功労クラブとしては地区内只一つのクラブとして私は高い壇

上に登壇して表彰を受けて参りました。

今年度R．Ⅰ会長ジェームス・ボーマー氏は「奉仕の灯で道を照らそう」と

全世界のロータリアンに呼びかけられました。具体的な事としては世界の保健、

飢餓追放及び人間性の尊重という3H計画を樹てられ大きく踏み出しました。

当クラブとしては年度頭初早速この奉仕に協力致しました。
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その他自己礼讃ではありませんが職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕或は青少年

奉仕に会員の方々は大へんな奉仕活動に入って居ります。特にオーストラリア

から派遣の交換学生の受入れについては、藤川君、張君、三井徹君、高橋良二

君の御家族にはホントに御苦労をおかけして居ります。此席上厚く御礼申し上

げます。

あまり長くなっても折角の御馳走

がまづくなっては困りますので、ど

うか御来場の皆様本日は日頃の御労

苦を忘れ充分御歓談下される様御願

い申し上げます。

比の忘年会の設営には手塚親睦活

動委員長を始め委員の方々又、S．

A．Aの委員会の方々に大へんな奉

仕を頂いて居ります。会員一同に代り厚く御礼申し上げます。

次々とプログラムが組まれて居ります。時間の許す限り御歓談下さる様御願

いして御挨拶に代えさせて頂きます。

会員家族親睦忘年会式次第

1．開会のあいさつ

2．会　長　あ　い　さ　つ

3．来賓並びにビジター紹介

副会長　嶺　岸　光　害　君

小　松　広　穂　君

小　松　広　穂　君

4．金婚式、銀婚式を迎えられた次のご夫婦に恒例により銀盃を差し上げます。

金　婚　式

銀　婚　式

銀　婚　式

銀　婚　式

早坂源四郎君　さえ子様

寮斗義文君　よね子様

市川輝雄君　芳子様

吉野　　勲君　英子様

5．子供さんへのプレゼント

6．乾　　　　　壷

7．余　　　　　　　興

8．手に手つないで

9．閉　　　　　　　会

最長老　鈴　木　善　作　君



訂　正

No．1037号アジア100円献金の文面中

誤　　　　　　　正
28，462，000　　　28，462

御訂正願いおわび致します。
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